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一
般
会
計
補
正
予
算　

主
な
事
業

●
経
営
体
育
成
支
援
事
業

	

３
０
，
８
８
９
千
円

　

認
定
農
業
者
が
農
業
経
営
の
発
展
・

改
善
を
目
的
と
し
て
、
金
融
機
関
の
融

資
を
活
用
し
農
業
用
機
械
等
を
購
入
す

る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
。
※
補
助
率
…
購
入
額
の
30
％

●
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

	

６
６
，
８
１
０
千
円

　

橋
梁
点
検
の
結
果
、
早
期
に
修
繕
等

の
措
置
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁
17

橋
の
補
修
設
計
を
行
う
。

●
社
会
体
育
施
設
天
井
等
落
下
防
止
対

   

策
事
業	

１
０
３
，
８
０
１
千
円

　

安
曇
川
総
合
体
育
館
を
広
域
避
難
所

と
し
て
機
能
維
持
す
る
た
め
、吊
天
井
・

照
明
・
床
張
替
え
等
の
改
修
工
事
を
行

う
。

予　算
常任委員会

委員長 澤本長俊

産業建設
常任委員会

委員長 森脇　徹

可決
すべき

本会議での討論

梅
村
勝
久

賛
成

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
保
の

都
道
府
県
一
元
化
へ
向
け
た
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
等
で
あ
る
。
国
保

は
市
民
の
命
を
預
か
る
重
要
な
制

度
で
あ
り
財
政
の
安
定
化
は
重
要
。

高
島
市
国
保
の
健
全
な
運
営
に
資

す
る
も
の
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

ふ
る
さ
と
絆
会

反
対

　
「
国
保
の
県
一
本
化
」
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
の
補
正
予
算
で

あ
り
、
反
対
す
る
。

　

一
本
化
に
な
れ
ば
、
住
民
の
耐

え
難
い
保
険
税
負
担
、
過
酷
な
徴

収
強
化
、
資
格
証
発
行
な
ど
、
医

療
保
険
か
ら
の
排
除
に
つ
な
が
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
高
島
市
議
団

粟
津
泰
藏

平
成
28
年
度
高
島
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案

●
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
一
元
化

へ
向
け
て
、
納
付
金
や
標
準
保
険
料

率
の
算
定
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る

経
費　
　
　
　

２
，
９
１
６
千
円

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
「
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

主
な
事
業

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
６
月
定

例
会
会
期
中
の
13
日
に
「
高
島
の
産
業
遺

産
」
と
も
い
え
る
朽
木
の
明
護
隧
道
（
ト

ン
ネ
ル
）
と
今
津
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
物

を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
管
内

視
察
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
津
地
域
に
は
「
伝
道
師
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
建
築
物
が
４
棟
（
辻
川
通
り
の
旧
銀
行

建
物
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館
、
今
津
教
会
、

旧
今
津
郵
便
局
と
弘
川
の
前
川
邸
）
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
旧
今
津
郵
便

局
で
は
、
平
成
25
年
12
月
に
「
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
今
津
郵
便
局
の
会
」
が
発
足
し
、
現
在

１
４
０
人
の
会
員
と
役
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
昭
和
11
年
建
築
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
木
造

建
築
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
見
事
に

再
生
し
つ
つ
あ
る
活
動
に
つ
い
て
、
同
会

の
大
石
会
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

市
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

提
案
と
し
て
評
価
し
、
協
働
提
案
事
業
と

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
外
壁
や
屋
根

行
政
視
察
報
告

の
維
持
改
修
な
ど
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
か
ら
の
『
耐
震
補
強
は
ど
う
す

る
の
か
』
の
質
問
に
対
し
、
行
政
に
は
、
登

録
文
化
施
設
で
あ
っ
て
も
耐
震
補
助
制
度
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
朽
木
地
域
の
農
業
施
設「
明
護
隧
道
」

の
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。明
護
隧
道
は
、

市
場
地
域
の
水
田
用
水
確
保
の
た
め
に
、
明

治
末
期
か
ら
、
安
曇
川
支
流
北
川
の
地
子
原

地
先
か
ら
市
場
の
裏
山
ま
で
の
約
７
７
５
ｍ

を
約
８
年
間
か
け
隧
道
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、

現
在
も
10
㌶
以
上
の
水
田
に
導
水
し
て
い
る

隧
道
で
す
。
こ
の
明
護
隧
道
が
工
事
完
成
後

約
百
年
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
隧
道
内
の

劣
化
に
対
す
る
補
強
の
た
め
、
今
年
度
、
調

査
費
を
計
上
し
、
29
年
度
か
ら
３
年
間
で
補

強
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
委

員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
取
水
口
や
隧
道
出
口
を

初
め
て
現
場
確
認
し
、「
百
年
前
に
、
手
彫

り
で
こ
れ
だ
け
の
隧
道
が
」
と
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
今
津
地
域
で
も
、
淡
海
湖

の
落
と
し
水
を
隧
道
に
よ
り
日
置
前
の
田
畑

を
潤
し
て
お
り
、
こ
れ
と
併
せ
て
高
島
二
大

隧
道
だ
と
い
え
ま
す
。旧今津郵便局

明護隧道

委員会報告


